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研究成果の概要（和文）：

東アジアにおける複言語コミュニケーションの実態調査とその実践例を、日本語・中国語に

よる遠隔ビデオ討論場面から収集し、データベースを構築した。データベース基づいて定量・

定性分析を行い、複言語コミュニケーションのメカニズムを分析した。有効性が検証できた実

践例を教育用サイトに組み込み、複言語使用の外国語教育に役立てた。複言語コミュニケーシ

ョンの未来を展望するシンポジウムを JACET と共催し、東アジアにおける複言語交流の普及

を呼びかけた。

研究成果の概要（英文）：

The study conducted a survey and collected the best practice data on cases by

plurilingual speakers and learners, who have the abilities and identity in different

languages and experiences in a Chinese and Japanese cross-cultural environment.

Based on the quantitative and qualitative analysis of these collection, developed the

database on multilingual and plurilingual communications in the East Asia. The

platform of language education was prepared separately for the teachers and learners

of multilingual and plurilingual language communications. On March 17th, 2013,

weheld the symposium on foreign language education in the future, commemorative by

JACET.
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１．研究開始当初の背景

近隣地域の外国語との接触が増大したこ

とにより、日本・中国・韓国など東アジア諸

国においても社会レベルの多言語と、個人レ

ベルの複言語コミュニケーションが増大し

ている。当該地域の多言語・複言語使用の特

色として、①地政学的に近隣の諸言語と、政

治文化的に優位な英語を加えた複数言語の

対等な使い分け、②交流相手との協調的コミ

ュニケーション方略の多用を挙げることが

できる。複言語使用は今後も確実に東アジア

全域に波及すると予測できるが、非英語植民

地圏にあったため英語運用能力が低く、日本

語・中国語・韓国語などの外国語使用は日常

生活の場に限定され、講義や研究用言語とし

ての地位が弱い。複言語コミュニケーション

の実態調査と分析が遅滞し、高等教育機関や

Global 企業、移民行政部門など、現場の言語

対策に必要なデータが不足していた。

２．研究の目的

東アジアにおける複言語コミュニケーシ

ョンの実践例を収集し、データベースを構築

して、実態調査と分析を行う。定量・定性分

析に基づいて複言語コミュニケーションの

メカニズムを解明し、有効性が検証できた実

践例を一般公開することで、複言語使用の外

国語教育や政策に役立てる。同時に、複言語

コミュニケーションの未来を展望するシン

ポジウムを開催し、東アジアにおける複言語

交流の普及を促進する。

３．研究の方法

東京・北京・台湾の 4 大学間で実施する遠

隔ビデオ会議の録画を主に、実践例を分析対

象とし、データベースを構築する。本ビデオ

会議では、各接続地点で母語と外国語を併用

した発言を頻繁に観察できる。定量・定性分

析により、異言語間・異文化間討論における

複言語コミュニケーションのメカニズムを

解明する。会話データを補足する資料として、

授業用多言語 Chat データや、海外大学授業

の録音資料も収集する。各国の外国語政策に

関する調査研究を行い、同時に日本の外国語

教育の実態調査と学習者に対する大規模ア

ンケートを行い、地域・言語の枠を超え、多

言語・複言語コミュニケーションとその教育

方法に関する比較研究を行う。

４．研究成果

(1)複言語コミュニケーションデータ収集

2013 年 3 月現在、上掲遠隔ビデオ会議録画

154 回分を収集し、開催期日、テーマ別、参

加 校 情 報 を 付 し た リ ス ト を 公 開 し た

（ http://www.f.waseda.jp/ksunaoka/fukuge

ngo/index.html）。このうち中国語会議 16 本、

日本語会議 20 本、および中日両語による独

話文化講義計 7 話について、動画アノテーシ

ョンツール ELAN を使用し、テキスト書き起

こし作業を完了した。中国語と日本語会議各

3 本、および独話文化講義 7 本には、時間情

報・ポーズ・Filler など副言語的情報のラベ

リングと形態素解析情報を付した。他に中国

語イマージョン文化講義時の受講学生間の

多言語 ChatLog（約 50 時間分）、中国語授業

での自由会話録音（約 12 時間分）、オランダ

ライデン大学での英語、オランダ語、中国語

による授業録音資料から教師と受講者間に

起こるインターアクションについて、日本の

大学の英語、中国語使用授業と比較分析を行

なった。

(2)複言語使用教学プラットホームの開発

Video Corpus Learning Platform（VPC）

を開発し、上掲動画データをアップロードし、

言語レベル別に相互閲覧やコメント記入可

能な Web 教学プラットホームを構築した。
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23 年 1 月 デ ー タ 公 開

（ https://www.asiancorpus.org/default.asp

x?g=postmessage&f=1）。24 年以降はサーバ

維持費の捻出が困難となり、新規 Platform

に移行準備予定である。

(3)東アジア複言語使用環境と特徴の分析

多言語、複言語使用の交流環境とコミュニ

ケーション活動に及ぼすメリットとデメリ

ットに関する調査分析を行なった。英語優先

の外国語教育政策にも拘わらず、日本の大学

の第二、第三外国語の履修希望者は 80%に上

り、海外生活体験や研修・留学経験のある学

生比率が増加すると同時に低年齢化傾向に

ある。活動地域の非英語圏への越境につれ、

接触する言語や文化が多様化し、個人の言語

文化資源も複数化している。東アジアのコミ

ュニケーション行動は、複数言語を協調的に

使い分ける実質的で調和を重んじる方式で

あることが分かった。他言語・広域研究者と

連携し、日本の外国語教育の実態調査と学習

者に対する大規模アンケートを行い、海外の

多言語・複言語政策や教育との比較研究を行

った。

(4)複数言語による合同シンポジウム開催

日本における最適な外国語教育法と学習法

の開発を目指し、既述の分析成果を踏まえシ

ンポジウムを開催した。（2013 年 3 月 17 日

JACET 教育問題研究会語学との共催、於早

稲田大学）
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〔その他〕
･研究成果進捗報告
砂岡和子ホームページ

http://www.f.waseda.jp/ksunaoka/fukugeng

o/index.html

･WASEDA e-Teaching AwardCCDL 授業部門
砂岡和子「アジア学生ネットワーク-海外の
学生と TV 会議で交流し脱ステレオタイプを
体験する-」紹介記事
http://www.waseda.jp/mnc/letter/e-Teach
ingAward/index.html

･Web 教学プラットホーム
Video Corpus Learning Platform（VPC）
https://www.asiancorpus.org/default.asp
x?g=postmessage&f=1
ただし H23 年 1 月まで。24 年以降はサーバ維
持費捻出が困難となり、新規 Platform に移
行準備予定。

･試作中
多言語・複言語通訳翻訳訓練用 online 教学
プラットホーム"Computer-aided Translator
training Platform"(CATTP)
北 京 大 学 兪 敬 松 設 計
http://cattp.pkucat.com

・メディア報道

アジア学生会議取材と学生討論番組企画

NHK BS1 で 2013 年 1 月 13 日放映

「東京・北京 学生たちの対話 どうなる！

日本と中国」
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